
Biacoreで相互作用を研究するためには、相互作用の一方の分
子（リガンド）をセンサーチップ表面に固定化します。固定化は
リガンドをセンサー表面に直接カップリングする方法、または
表面にあらかじめカップリングされたキャプチャー分子を介した
間接的なキャプチャー法のいずれかで行います。
固定化する分子の種類および解析の内容によって最適なセン
サーチップを選択することができます。リガンド分子の固定化
量は、濃度測定および特異性解析の場合には固定化量が多い
方がよく、一方、カイネティクス解析では固定化量をなるべく
少なくすることをおすすめします。
表面プラズモン共鳴（SPR）という現象を応用して生体分子の相互
作用解析をリアルタイムに行います。

2種類の形状の異なるセンサーチップがあります。
お使いの Biacoreに合ったセンサーチップをお選びください。

Sensor Chip

Series S Sensor Chip

センサーチップ選択ガイド

Sensor Chip CM5 Sensor Chip CM7 Sensor Chip CM4 Sensor Chip CM3 Sensor Chip C1 Sensor Chip SA Sensor Chip HPA Sensor Chip L1 Sensor Chip NTA

CM＊1基を導入した
デキストランをつけたタイプ

CM基の
密度が高いタイプ

（固定化量 CM5の3倍）

CM基の
密度が低いタイプ

（固定化量 CM5の1/3）

CMデキストランが
短いタイプ

（固定化量 CM5の1/3）

金膜にCM基を
 直接導入したタイプ

 （固定化量 CM5の1/10）

ストレプトアビジンを
 固定化したタイプ

金膜を疎水基で
コーティングしたタイプ

デキストラン層に
疎水基を導入したタイプ

NTAを固定化したタイプ

タンパク質 アミノ基、チオール基、
アルデヒド基およびカ
ルボキシル基を介した
固定化

アミノ基、チオール基、
アルデヒド基およびカ
ルボキシル基を介した
固定化

夾雑物が正電荷を持つ
場合
アナライトが電荷を持
つ場合

アナライトが巨大な
場合
アナライトがデキスト
ランと結合する場合

アナライトが巨大な
場合
アナライトがデキスト
ランと結合する場合

ビオチン化されている 
場合＊ 2

タグ付タンパク質 タグ付きのタンパク質
を抗タグ抗体を介して
間接的に固定化

His-タグタンパク質を
固定化＊ 3

膜結合分子 脂質単分子膜に組み込
んで固定化

脂質二重膜に組み込ん
で固定化

核酸 アミノ基で修飾されて
いる分子の場合

夾雑物が正電荷を持つ
場合
アナライトが電荷を持
つ場合

アナライトが巨大な
場合
アナライトがデキスト
ランと結合する

アナライトが巨大な
場合
アナライトがデキスト
ランと結合する

ビオチン化されている
場合

糖質 アルデヒド基を介して
固定化する場合

夾雑物が正電荷を持つ
場合
アナライトが電荷を持
つ場合

アナライトが巨大な
場合
アナライトがデキスト
ランと結合する

アナライトが巨大な
場合
アナライトがデキスト
ランと結合する

ビオチン化されている 
場合＊ 2

＊ 1　カルボキシメチル基 この表は Biacoreシステム発売以来の多くの研究者によるさまざまなタンパク質相互作用研究にもとづいて作成されました。
＊ 2 　繰り返しビオチン化サンプルの固定化ができる Biotin CAPture Kit も使用可能
＊ 3 　抗 His 抗体を使用する固定化も可能（His Capture Kit）

固定化する分子

Sensor Chip Protein A
human IgG1, IgG2, IgG4の捕捉が可能です。human IgG3には結合しません。
カイネティクス／アフィニティー解析や CFCAを含む濃度定量にお使いいただけます。

Sensor Chip Protein G
human、rat、mouse、rabbit、goat、cow等のさまざまな哺乳動物由来の IgGの捕捉
が可能です。
chicken IgG および human IgA、IgD、IgE、IgMには結合しません。
カイネティクス／アフィニティー解析や CFCAを含む濃度定量にお使いいただけます。

Sensor Chip Protein L
ヒトまたはマウス由来の Fabs、single-chain variable fragments (scFv)、domain 

antibodies (dAbs)の捕捉が可能です。濃度定量や yes / no スクリーニングにお使いい
ただけます。
抗原結合に伴い、ベースラインドリフトが生じることがあるため、カイネティクス／アフィ
ニティー解析にはおすすめしません。

哺乳動物由来抗体のキャプチャー用センサーチップ

2  29-0618-52 AA    

(A) (A) 30 s injection.

(B)

(B) 180 s injection.

Sensor Chip Protein A brings the convenience of having 
the surface pre-immobilized and ready-to-use. If there is a 
need for higher surface flexibility (e.g., different molecules 
immobilized or different immobilization levels of the molecules 
in different flow cells) or other specificities, use of our Human 
Antibody Capture Kit or Mouse Antibody Capture Kit together 
with Sensor Chip CM5, Sensor Chip CM4, or Sensor Chip CM3, 
may be alternatives. 

Concentration analysis
LOD, LOQ, and dynamic range

In the following experiment, a calibration curve of Avastin™, 
an IgG1-based mAb for treatment of cancer by inhibiting the 
growth factor VEGF-A, was run to determine the limit of 
detection (LOD), limit of quantitation (LOQ), and dynamic range. 
LOD and LOQ were calculated based on the buffer injection 
noise (+3 SD and +10 SD, respectively). 

LOD was determined to be 1 ng/ml and LOQ was determined 
to be 8 ng/ml using 30 s injections. By increasing the injection 
time to 180 s, sensitivity was increased and both LOD and LOQ  
were lowered by a factor of four to 0.25 ng/ml and 2 ng/ml,  
respectively. A dynamic range from ng/ml to mg/ml was 
obtained (Figs 4 and 5). .

Fig 3. Surface of Sensor Chip Protein A used in (A) concentration analysis (1), 
and (B) kinetic analysis (2). 

Fig 4. Measured responses for Avastin, (A) after 30 s, and (B) 180 s injection. 
The lines show concentrations used for creation of the calibration curve, 
where colored areas of the same color as the lines indicate concentration 
range with good fit to the constructed curve (< 10% deviation).

Fig 5. Calibration curves corresponding to the shaded concentration ranges 
in Figure 4A.
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